
計画地

①

②

③

④

地区面積 構造

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

区画道路１号線 約１２．５～１６ｍ 約８５ｍ

区画道路２号線 約９～１０．３６ｍ 約９５ｍ

約３～３．７５ｍ

【約６～７．５ｍ】

街
区

建築面積
延べ面積

（容積対象）
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

1 約３，０３０㎡
約４８，９２０㎡

（約４３，２８０㎡）

高層部：１０５ｍ
低層部：１０ｍ
（T.P２９ｍより）

４ｍ

2 約５２０㎡
約２，８１０㎡

（約２，０９０㎡）
３５ｍ(T.P２９ｍより） －

建築敷地面積

1 約６，８７０㎡

2 約７５０㎡

都市計画決定

地区名 面積

位置

名称 幅員 延長 面積

区画道路1号線 約１２～１６ｍ 約２４５ｍ －

区画道路２号線 約９～１０．３６ｍ 約９５ｍ －

区画道路３号線 約６～７．５ｍ 約８０ｍ －

区画道路４号線 約６～１０ｍ 約４５ｍ －

区画道路５号線 約６ｍ 約９０ｍ －

歩行者専用通路 約６ｍ 約１９０ｍ －

広場1号 － － 約２７０㎡

広場2号 － － 約５００㎡

広場3号 － － 約３００㎡

歩道状空地1号 ４ｍ 約２３０ｍ 約９００㎡

歩道状空地２号 ４ｍ 約３３０ｍ 約１，３００㎡

（あかさか４ちょうめやげんざかきた）

ＮＯ．１３３　赤坂四丁目薬研坂北地区（個人施行）

１　計画の概要

港区赤坂四丁目及び七丁目の各地内

計画の概要

複合市街地の形成を図り、機能の複合化と居住人口を積極的に回復し、特色ある業務・商業機
能の育成を図る。

地形の起伏や地区のイメージを大切にしながら、大規模開発を計画的に誘導する。

住宅・商業・業務混在の密集市街地を集約整備し、業務機能を中心に整備する。

公共施設を整備するとともに、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る。

約　１．０ ha 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

階数
１街区：地上２０階／地下２階

高さ
１街区：約９８ｍ

２街区：地上　８階／地下１階 ２街区：約２８ｍ

２　都市計画の内容

赤坂四丁目薬研坂北地区
第一種市街地再開発事業

約 １．０ ha

公共施設の配置
及び規模

備考

道
路

区道１０４２号線拡幅

区道５８８号線一部拡幅

区画道路３号線 約７５ｍ
区道６００号線拡幅

【　】内は全幅員

建築物の整備

主要用途

事務所、店舗、駐車場

住宅、駐車場

建築敷地の整備

整備計画 住宅建設の目標

・安全で快適な歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸの形成を図る。
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した復員６ｍの歩行者通路を確保す
る。
・広場及び幅員４ｍの歩道状空地を確保する。

約１０戸
約２，３００㎡

平成１４年４月２６日　港区告示第７３号

３　地区計画

赤坂四丁目薬研坂地区 約２．１ｈａ

港区赤坂四丁目及び七丁目各地内

公共施設の配置
及び規模

備考

道
路

拡幅

拡幅（一部整備済）

拡幅

新設

拡幅

そ
の
他
の
公
共
施
設

新設

新設

新設

新設

新設

新設



名
称
面
積

建築物等の
用途の制限

容積率の
最低限度

建築物の敷地面
積の最低限度

壁面の位置

建築物等の形態

都市計画決定

面積
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積
の最低限

度

壁面線の
位置の制限

Ａ 約０．１ｈａ ９００％ ５０％ ２００％ ２００㎡ ４ｍ

Ｂ 約０．１ｈａ ７００％ ５０％ ２００％ ２００㎡ ４ｍ

Ｃ 約０．６ｈａ ６００％ ５０％ ２００％ ２００㎡ ４ｍ

Ｄ 約０．１ｈａ ４５０％ ３０％ ２００％ ２００㎡ －

Ｅ 約０．１ｈａ ３００％ ６０％ ２００％ ２００㎡ ４ｍ

Ｆ 約１．１ｈａ ６５０％ ４０％ ２００％ ２００㎡ ４ｍ

都市計画決定

敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

地区の区分
北地区 南地区

約１．０ｈａ 約１．１ｈａ

　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第
２条第１項第一号から第七号に掲げる風俗営業及び第６項
各号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用に供する建築物
は建築してはならない。

　風俗営業等の規制及び業務の適正化
等に関する法律第２条第１項第一号から
第七号に掲げる風俗営業及び第６項各
号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用
に供する建築物は建築してはならない。
　また、住宅の用途に供する部分の床面
積の合計は延べ面積の２分の１以上確
保するものとする。

２００％

５００㎡

建築物の壁又はこれに代わる柱は、計画図に示す壁面の位置の制限を超えて建築してはならない。
ただし、地下自動車駐車場・自転車駐輪場の出入口部分、落下防止のための庇、歩行者専用通路及
び歩行者専用通路を支えるための柱を除く。

　建築物の外壁またはこれらに代わる柱の色彩は原色を避けるなど周辺環境に配慮した色調とする。
また、建築物等の屋上部等を積極的に緑化する。

平成１４年４月２６日　港区告示第７２号

４　高度利用地区

地区名

赤坂四丁目
薬研坂地区

平成１４年４月２６日　港区告示第７５号

５　事業計画の概要

　　　　１街区：約　６，８８８㎡、２街区：　約７５７㎡ １：４９．０％，２：６８．３％

　　　　１街区：約４８，１０４㎡、２街区：３，０９７㎡ １：６２９．７％，２：２８８．４％

用途

(１街区)地下２～１階 店舗
住宅戸数 １２戸（２街区）

(１街区)地上１～１９階 事務所

(１街区)地上２０階 電気室
駐車場

１街区：１２０台

(２街区)地上１～８階 住宅 ２街区：１０台

平成１５年１月３１日　東京都告示第８８号
平成１８年１月２７日　東京都告示第７５号（変更）

約１７８．３億円



年　　月　　日

平成３年１１月

平成６年５月２６日

平成１４年４月２６日

平成１５年１月３１日

平成１５年１２月２５日

平成１５年１２月２８日

平成１６年１月１９日

平成１８年１月２７日

平成１８年１月３１日

平成１８年７月２７日

６　経緯

内　　　　　　　　　　　　　容

「赤坂薬研坂地区再開発協議会」設立

「赤坂四丁目薬研坂北地区市街地再開発準備組合」設立

「地区計画、赤坂四丁目薬研坂北地区市街地再開発事業」等都市計画決定

個人施行認可

権利変換認可

権利変換期日

工事着工

事業計画変更認可

工事完了公告

事業終了認可

７　位置図



９　完成写真

８　区域図


